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ＪＲ鹿沼駅 
東武新鹿沼駅 
福田屋鹿沼店 等 

足利銀行大谷出張所 
駒生営業所 
鷲谷病院 等 

鹿沼街道 

城山地区市民センター 

宇都宮短期大

城山東小

城山中央小 

城山中 

城山西小 

護国神社 

鹿沼方面 

鹿沼方面 

明保小 作新学院高

宇都宮短大附高 

宝木小

上三川方面 

柳
田
車
庫
方
面 

中央女子高

文星短期大 

文星芸術大 

県庁前通り 

いちょう通り 
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【凡例】（公共交通） 

 既存バス路線・停留所 

 運行本数（上下計 77 本/平日） 

 地域内交通 

 地域内交通の地区外の主要目的施設 

77

施設名 

公共交通

①大谷街道，鹿沼街道などを通るバスが地区内を運行しており， 

「城山地区市民センター ⇔ ＪＲ宇都宮駅」の運賃は４５０円と

なっています。 

②古賀志地域に，日中の移動手段として地域内交通「古賀志孝子号」

が午前８時台から午後５時台まで運行しています。 

公共交通

④全てのバスが大通りを経由しており，

市中心部においてもバスが不便な地域

が存在しています。 

公共交通

③公共交通の不便な地域が存在しています。 

2

城山地区の現状（土地利用・公共交通） 

市街化調整区域の土地利用 

③無秩序に集落等から外に拡がる住宅開発やそれ

による農地の営農環境の悪化が懸念されます。 

④豊かな農業生産基盤など，自然環境を守っていく

必要があります。

農業振興

地域の特性を踏まえ，農業振興に取り組む必要

があります。 

市街化調整区域の土地利用 

① 行政施設などが集まる地区市民センター周辺につ

いて，生活利便機能の誘導を図っていく必要があ

ります。 

市街化調整区域の土地利用 

②教育をはじめ，防災，交流機能などを担う小学校を中心と

した地域のコミュニティを守っていく必要があります。 

本市の観光拠点として，地域資源を生かした観光

拠点形成に取り組む必要があります。 

観光拠点 

【凡例】（土地利用） 

 城山地区 

 市街化区域 

 コンビニ 

 診療所・クリニック 

 子育て支援施設 

 介護保険サービス 

 銀行・信金 

〒 郵便局 

 その他生活利便施設 



 

市街化調整区域の土地利用 

①営農継続や既存集落のコミュニティを維持 

・地域に縁のある方（分家やＵターンなど）の住宅立地基準

を維持し，既存集落のコミュニティを維持します。 

②営農環境を保全 

・地域に縁のない方（市街化区域等からの移住者）の自己用

住宅立地基準を２年間(※)の経過措置を設け廃止します。 

※地域拠点，小学校周辺においては，地区計画制度の活用促進

を図りながら，実際の運用状況により廃止します。 

ＪＲ鹿沼駅 
東武新鹿沼駅 
福田屋鹿沼店 等 

農業振興

生産力向上，販売力向上，地域力向上を基本目標に未来

の担い手育成や収益力の高い農業実現など，農業振興に

取り組んでいます。 

城山西小学校周辺

小学校を中心としたコミュニティの維持 

【地区計画制度の緩和】 

・地区計画制度を活用し，居住を誘導します。 

明保小

文星短期大

文星芸術大

桜通り十文字 

作新学院高

柳
田
車
庫
・
芳
賀
方
面

中央女子高

城山東小

済生会病院

宇都宮短期大学 

栃木医療センター 

城山地区市民センター

鹿沼方面 

鹿沼方面

城山中 

宇都宮短大附高

城山西小 

宝木小

ＦＫＤ

城山中央小

地域拠点（城山地区市民センター周辺） 

①地域拠点の利便性向上 

【開発許可基準緩和】 

・スーパー，ドラッグストアが立地できるようにします。

②地域拠点への居住誘導 

【地区計画制度の緩和】 

・地区計画制度を活用し居住を誘導します。 

居住誘導区域 

① 便利な幹線交通軸（幹線道路など）の沿線に居住を 

維持・誘導します。 

②転入のための誘導策を検討します。 

観光拠点形成

大谷地区は，観光・農業・地場産業など多様な地域資源を

有することから，これらの資源の活用を軸とした地域振興

を図り，観光拠点の形成に取り組みます。 

郊外住宅地等居住エリア（居住誘導区域外） 

○市街化区域の住宅地としてゆとりある居住環境を維持・形成します。

※ 集合住宅や一定規模以上（3 戸以上又は敷地 1,000 ㎡以上）の住宅

開発は法に基づく届出が必要です。 

【凡例】 

 地域拠点の範囲案 

 市街化区域 

 高次都市機能誘導区域 

 都市機能誘導区域 

 居住誘導区域の範囲イメージ 

 既存バス路線・停留所 

 新設バス路線イメージ 

 地域内交通 

 地域内交通の地区外の主要目的施設 

 ＬＲＴ計画区間・停留場（点線はイメージ） 

 交通結節機能（トランジットセンター等） 

施設名 

（仮称）大谷スマートＩＣ 

城山地区における将来の取組イメージ（土地利用） 



 

ＪＲ鹿沼駅 
東武新鹿沼駅 
福田屋鹿沼店 等 

明保小

文星短期大 

文星芸術大

桜通り十文字 

作新学院高

柳
田
車
庫
・
芳
賀
方
面

中央女子高

城山東小

済生会病院 

宇都宮短期大学 

栃木医療センター 

城山地区市民センター

鹿沼方面 

鹿沼方面

城山中

宇都宮短大附高

城山西小 

宝木小

ＦＫＤ

城山中央小

（仮称）大谷スマートＩＣ 

公共交通 

公共交通

公共交通 

公共交通 

③ＬＲＴの整備について，桜通り十文字からの

更なる延伸を含め検討しています。 

④人口集積地の通勤通学需要に対応したバスや

「ＪＲ宇都宮駅 ⇒ 大谷地域」の深夜バスを

検討します。 

⑤地域医療拠点施設へアクセスするバスを検討

します。 

①「城山地区地域内交通運営協議会」において地域内交通の

導入区域の全域拡大に向けて検討を進めています。 

（平成 30 年 3 月導入区域拡大予定） 

②地域内交通とバスの乗り継ぎポイントを整備します。 

また，乗り継ぎ割引についても検討します。 

⑥西の宮通りを通るバスについては，ＬＲＴと役割分担し，

桜通り十文字のトランジットセンターにおいてＬＲＴと

接続させ，運行本数の増便を検討します。 

⑦中心市街地の多様な移動需要に対応するため，大通りを

運行するバスについて，大通りやいちょう通りなどへの

振り分けを検討します。 

⑧ＬＲＴと役割分担し，大通りのバスの快速運行を検討し

ます。 

⑨利用しやすいバスの運賃体系を検討します。 
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城山地区における将来の取組イメージ（公共交通） 

【凡例】 

 地域拠点の範囲案 

 市街化区域 

 高次都市機能誘導区域 

 都市機能誘導区域 

 居住誘導区域の範囲イメージ 

 既存バス路線・停留所 

 新設バス路線イメージ 

 地域内交通 

 地域内交通の地区外の主要目的施設 

 ＬＲＴ計画区間・停留場（点線はイメージ） 

 交通結節機能（トランジットセンター等） 

施設名 



城山地区の将来像
地域特性に応じた『将来に亘って住み慣れた場所で

安心して暮らし続けることのできる地域』を目指す。

・地域内交通が全域に
整備され，お年寄りの
移動も安心

自然が豊か
な環境で子育て
できるわ

自然に囲まれ
てのんびり暮らし
たいね

やっぱ り一
戸建てに住み
たいね

昔から住み慣
れた家に住み続
けたいね

・バス路線の延伸や新設により，

通勤・通学や通院が便利に

・地域拠点に店舗等が増えるとともに，地区全体を面的にカバー
する地域内交通や中心部までを結ぶバスの利便性向上により，
城山地区全体が住みやすくなる。
⇒地域拠点を中心に既存集落等のコミュニティが維持される。

・住みやすくなったことで農業後継者
が確保され，営農が継続できる。

・地区計画制度が活用されたことで，子育
て世帯など新たな居住者も増え，学校行
事や地域のイベントで賑やかになった。

・観光客として賑わっている。

・高速道路が利用しやすくなり，観光拠点
や中心市街地へのアクセス向上


